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研究成果の概要（和文）：気道感染症ウイルスは主にエアロゾルを介して速やかに伝播するためクラスターや集
団感染を引き起こす。室内のエアロゾル感染対策としてオゾン、二酸化塩素ガスが有用とされている。しかし、
オゾンは比較的高濃度が除菌に必要となるため、人体に対する毒性が問題となる。一方、低濃度の二酸化塩素は
有人環境下であっても有効かつ安全な感染対策に用いることが可能である。さらにHEPAフィルターの併用によ
り、より効果的で安全な院内感染対策になる。

研究成果の概要（英文）：Infectious diseases that are rapidly transmitted via airborne or aerosol in 
the community space, are serious problems. Ozone and chlorine dioxide are used in practical 
disinfection methods of room air to prevent aerosol infections. However, a relatively high 
concentration of ozone is required for this purpose, which may be toxic to humans in the room. 
Conversely, low concentrations of chlorine dioxide gas and aqueous solution are sufficiently 
effective against aerosol infection of the causative microorganism, and it is expected that, when 
used in combination with a high-efficiency particulate air filter, it will be highly safe with a 
high prevention effect and cost-effectiveness.

研究分野：環境感染、感染予防

キーワード： 二酸化塩素　感染症対策　院内感染症

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
二酸化塩素ガスによるエアロゾル感染、水溶液による接触感染に対する抑制効果は基礎研究で確認されている。
安全性についても問題ないことから人的、経済的に負担の少ない新たな院内感染の対策として利用できる。二酸
化塩素ガス発生装置を病室内に設置することにより、人的な負担なく有効な微生物の低減効果が得られる。さら
にHEPAフィルターと併用することにより感染予防効果が更に向上すると考えられ、二酸化塩素は院内感染にも優
れた感染予防策である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 

感染症のアウトブレイクやクラスター化を防ぐためには有効かつ十分な予防対策が求められる。特

に院内感染症では、薬剤耐性菌、ウイルスなどの接触感染が問題となる。予防対策として、患者のコ

ホート隔離、医療従事者の手洗い、アルコールでの手指消毒、マスク、ガウン着用などが行われてい

る。また、新型コロナウイルスでも問題となっているエアロゾル感染や空気感染に対しては、空調換

気、遮蔽物によるエアロゾル飛散防止などの対策も必要となる。しかし、標準的な感染予防対策だけ

ではウイルスや細菌が環境中に残る可能性がある。そこで従来の感染予防策に加えて二酸化塩素を用

いることにより更なる感染予防策が構築されると考えられた。 

 
２．研究の目的 
 

院内肺炎は、入院後 48時間以降に発症した肺炎であり、感染経路として呼吸管理中に気管吸引や

吸入によるエアロゾル感染が問題となる。予防対策として閉鎖式吸引システムの使用、体位変換、人

工呼吸器回路の交換などが行われてきた。病室の消毒、清掃などの環境整備に加え、空間浄化も重要

である。従来、院内の空間浄化は換気、HEPA フィルター、陰圧室や陽圧室による微生物の拡散・流入

防止が主に行われてきた。しかし、陰圧室設置には高額な費用がかかり、HEPA フィルターは病原微生

物を吸着しても殺菌、不活化は出来ない。物体の消毒としてアルコールはノロウイルスやアデノウイ

ルスには効果がなく、次亜塩素酸ナトリウムはトリハロメタン等の発ガン物質を生じる問題がある。

そこでより確実な感染対策として二酸化塩素ガスを用いた空間除菌・ウイルス除去によって、院内感

染のリスクをさらに減らすことが可能か否かについて検討する。 

 

 
３．研究の方法 

 

実際の有人環境下における検討として市中病院の小児病棟で感染性胃腸炎が流行する冬季半年間に

二酸化塩素ガス発生ゲル剤を各病室に設置し、二酸化塩素水溶液を使って、感染性胃腸炎の二次感染

予防効果の研究を行った。さらに小児病棟のハイケア病室に二酸化塩素ガス発生装置を設置し、院内
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肺炎の発生頻度、マルチレックス PCR および監視培養検査による原因微生物について検討した。 

 
４．研究成果 

 

(1)市中病院の小児病棟での冬季６か月間、4シーズンの検討結果では感染性胃腸炎の二次感染は認め

ず、有害事象もないことが確認された。 

(2)大学附属病院の小児病棟ハイケア病室における院内肺炎の検討では対象例数が不十分であったた

め統計学的な評価は出来なかった。しかし、二酸化塩素ガスと水溶液は、院内肺炎の原因微生物のエ

アロゾル感染でも十分な効果を発揮すると考えられ、HEPA フィルターとの併用により、さらに高い感

染予防効果が期待できた。 

(3)COVID-19 に対する発症予防効果について公立小学校で検討したところ、二酸化塩素ガス発生装置

の設置群では非設置群に比して有意に発症率が低い結果が得られた。 

 

Obinata K: Chlorine dioxide combats infections. Examination of preventive effect 
and safety of chlorine dioxide on nosocomial pneumonia. Impact Science Volume 
2021, Number 6, July 2021, pp. 37-39(3) 
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